
　

電
話
業
務
は
、
明

治
23
年
に
東
京
・
横

浜
で
始
め
ら
れ
た
の

が
最
初
。
市
内
で
は

明
治
41
年
に
百
軒
の
加
入
者
で
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
ま
で「
電

話
所
」
に
出
向
き
通
話
し
て
い
た

の
が
、
交
換
所
を
介
し
て
自
宅
に
居
な
が
ら
に
し
て
通
話

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
番
街
の
老
舗
金
物
店
の
軒
先
を
見
上
げ
る
と
「
川
越

電
話
一
三
一
番
」
と
書
か
れ
た
陶
器
製
の
表
札
を
発
見
。

店
の
方
に
話
を
聞
く
と
、
川
越
に
電
話
が
開
通
し
た
こ
ろ

の
番
号
札
と
の
こ
と
。「
当
時
は
東
京
に
回
線
が
つ
な
が

る
の
に
半
日
か
か
っ
た
そ
う
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
店
を
出
る
と
、
親
子
連
れ
か
ら
「
写
真
を
撮
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
頼
ま
れ
、
渡
さ
れ
た
の
は
、
携
帯
電
話
。

昔
の
電
話
番
号
表
札

を
背
景
に
最
新
の

“
電
話
”
で
写
真
を

撮
る
。
な
ん
と
も
不

思
議
な
気
持
ち
で
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま

し
た
。
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川
越
再
発
見
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も
う
す
、
も
う
す
。
こ
ち
ら
川
越
○
番
。

広
報
室
L
2
2
4
︲
5
4
9
5

店内で見つけた電話専用の
部屋。中には、昔使ってい
た電話機がありました。

　市内の田んぼでは、平成16
年に開発された「さけ武蔵」と
いう品種の米が栽培されていま
す。12年もの歳月をかけて開
発したこの米は、酒造りに適し
ていて、県オリジナルの酒が多
く作られています。
　「さけ武蔵」は、米粒が大きく、
中心にある心

しん

白
ぱく

という円状の乳

白色部分
にデンプ
ンがぎっ
しり詰ま
っている
のが、酒
造りに適

している理由。酒造りには欠か
せない、良質な麹が作れます。
　市内では、平成20年に3戸
の農家が栽培を開始。現在、県
内約23haのうち約5haを市内
7戸の農家が栽培しています。
　栽培農家の山

やま

田
だ

英
ひで

夫
お

さん（65
歳・鴨田）は「今は一部しか使わ
れていませんが、1年でも早く

川越産の『さけ武蔵』を100％
使った酒が造れるように、栽培
仲間を増やしたいです」。
　市内で収穫
した「さけ武
蔵」を使い、
市内の酒造会
社で醸造、市
内の酒店で販
売される、川
越の「農・工・
商」が連携し
て造った酒。
この秋、川越
の味を楽しん
でみませんか。
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酒米

さけ武蔵を使った酒
「鏡山」は、小江戸蔵
里でも購入できます

農政課L224－5939

　

小
江
戸
川
越
検
定
の
設
問
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

設
問　

川
越
で
家
か
ら
電
話
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
？

　

①
明
治
23
年　

②
明
治
41
年　

③
大
正
11
年　

④
昭
和
4
年

答
え
②

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

空
に
向
っ
て
勢
い
よ
く
発
射

さ
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
。
8
月

3
日
に
行
わ
れ
た
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う
」
の
ひ

と
コ
マ
で
す
。
市
内
で
活
動
す
る

川
越
シ
ニ
ア
大
学
・
小
江
戸
塾
の

メ
ン
バ
ー
が
、
子
ど
も
た
ち
の
制

作
を
手
伝
い
ま
し
た
。「
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
」
と
会
長
の
岩い

わ

本も
と

浩こ
う

一い
ち

さ
ん

（
73
歳
・
豊
田
町
一
丁
目
）。
メ
ン

バ
ー
か
ら
上
手
に
飛
ば
す
コ
ツ
を

教
え
て
も
ら
う
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
は

ま
っ
す
ぐ
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

広
報
川
越
一
二
三
二
号
で
紹

介
し
た
榊

さ
か
き

原ば
ら

達た
つ

也や

く
ん

（
城
南
中
学
校
三
年
）が
、
7
月
31

日
に
行
わ
れ
た
U
‐
15
ボ
ク
シ

ン
グ
全
国
大
会
の
42
・
5
㎏
級
で

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し

た
。
こ
れ
で
昨
年
の
37
・
5
㎏
級

の
優
勝
に
続
き
二
連
覇
・
二
階
級

制
覇
を
達
成
。
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
ほ
か
、
新
た
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
も
目
指
し
始

め
た
榊
原
く
ん
。目
標
に
向
っ
て
、

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。


